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第８節　技術・家庭

　本資料は、中学校学習指導要領の趣旨を踏まえるとともに、埼玉県中学校教育課程編成要領、同指導資料、同評価資料の
趣旨や内容に基づき、各学校での実践の参考に資するように作成した。中学校学習指導要領の技術・家庭科の目標を実現す
るために、生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して、生徒自らが生活に関心をもち、実践的・体験的な
学習活動を通して獲得した知識と技術が、生活の自立につながるように学習活動を組み立てることが重要である。また、家
庭や地域社会との連携を重視し、学校における学習と家庭や社会における実践との結び付きに留意して適切な題材を設定し、
知識と技術の習得とともに、心豊かな人間性を育むことや発達の段階に即した社会性の獲得、他者と関わる力の育成にも配
慮することが大切である。さらに、生徒の実態に即した内容や活動を準備し、自ら課題を見いだし解決を図る問題解決的な
学習活動を一層充実させることが大切であり、これらの視点から優れた事例を取り上げた。各事例では指導と評価の一体化
を図る観点から、評価規準に基づいた具体的な評価活動や評価の方法を例示し、学習指導の工夫改善に役立つ資料とした。
　各学校においては、生徒、学校及び地域社会等の実態に即して、指導計画及び評価計画の作成や学習指導を展開する上で
大いに活用されたい。

　技術分野、家庭分野のそれぞれの内容Ａから内容Ｄについて、埼玉県中学校教育課程編成要領に示した題材の中から、内
容に偏りのないように各１事例ずつ具体的な指導実践事例を取り上げた。

各自の構想を基に設計について話し合い、工夫し創造する能力を育成する事例
　　　　　 身の回りを整理する作品をつくろう！　 　※技術分野　内容Ａ項目⑶事項アイを示す。

ワークシートと話合い活動で技能を高め、生活につなげる事例
　　　　　 エネルギー変換を利用したインテリアをつくろう！　～ＬＥＤくつろぎランプの製作～　

品質や収穫量の向上を工夫し、技能を評価する事例
　　　　　 目的をもって生物育成にチャレンジしよう！　

フローチャートを用いて情報処理の手順を工夫する事例
　　　　　 計測して制御するためのプログラムをつくろう！　

指導方法を工夫し、幼児との触れ合い体験を通して、幼児への関心を高める事例
　　　　　 幼児との関わり方を工夫しよう　

和服の着装を取り上げ、日本の伝統や文化への関心を高める事例
　　　　　 浴衣の着装体験を通して日本文化を知ろう　 、

学習形態を工夫し、言語活動の充実を図り、実践力を高める事例
　　　　　 身近な消費生活について考えよう！　 、

小・中学校の学習内容の系統性を踏まえ、食生活の課題と実践へつなげる事例
　　　　　 自分や家族のために、食事をつくろう　
　取り上げた事例は、埼玉県中学校教育課程編成要領、同指導資料、同評価資料それぞれの関連ページを示すとともに、以
下のような項目により構成し、各学校の実践の参考になるよう具体的な資料を豊富に示した。

　各学校での指導に当たっては、生徒や地域等の実態を生かし、施設・設備等の学習環境の整備状況を適切に把握し、指導
と評価の計画を工夫改善する。中学校学習指導要領及び同解説技術・家庭編を踏まえ、特に次の点に配慮する。
⑴　言語活動の充実
　技術分野においては、ものづくりなどの経験を通して、技術に関する重要な概念を思考等で利用できるような形にする
学習活動を充実する。また、設計や計画の場面において、製作図や栽培・飼育計画表、フローチャート等の技術特有の言
語を用いて考えを整理するとともに、よりよいアイディアを生み出すなどの学習活動を充実する。家庭分野においては、
調理、幼児と触れ合う活動などの後に、体験から感じ取ったことや気付いたことをまとめたり、結果を整理し考察したり、
共有したりするなどの学習活動を充実する。また、衣食住に関する知識や概念などを用いて課題を解決する方法を考えた
り、生活の中の様々な情報を言葉や図表等にまとめて分析し、根拠に基づいて説明したりするなどの学習活動を充実する。
⑵　小中連携の充実
　学校同士が指導と評価の計画や学習指導のための連絡会を設けたり、合同の研究会や研修会を開いたりするなどして、
児童生徒の実態や指導の在り方について共通理解を深め、児童生徒に対する系統性を踏まえた指導を充実する。
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　身の回りを整理するものを製作すること
を通して、ものづくりの基礎的、基本的な
内容や技術を習得させるとともに、技術が
果たす役割について理解を深め、生活をよ
りよく工夫し創造する能力を育成する。

検討を深めるための手立て
①図の活用（図で伝える）【書く】
•アイディアスケッチや製作図（キャビネット図・等角図・第三角法による
正投影図）を活用する。
•パソコンを活用する。（ソフトウェアを活用した図面やデジタル化した図）
②模型の活用
•厚紙や段ボールで製作した模型を活用する。
③ワークシートの活用（言葉で伝える）【書く】
•要点をつかんで伝える〔ワークシートＡ〕
•他者の意見を参考にしながら自分の考えまとめる〔ワークシートＢ〕
※自分の考えの変容や根拠、理由を明らかにするために記録する。
④学習形態の工夫【話す・聞く】
•小グループで　・テーマ別で　・クラス全体で
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⑴　目標　　使用目的や使用条件に応じた製作品の構造や機能を発表し、さらに工夫できるか考えることができる。
⑵　展開 （３／４時間）

•話合いを行うことで、自らの考えを整理し、理由や根拠を明らかにす
る活動が、意欲的に行われた。また、話を聞いてもらう相手を意識し
た資料づくりや言葉の表現に注意した活動が増えた。
•意見交換することで、考える視点が増え、自分の考えをもう一度見直
す良い機会となりよりよい構想のまとめにつながった。
•話合いをしっかり行わせるためにも、事前の準備が必要であり、具体
物で説明できるとより聞き手に分かりやすい発表になった。
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略

⑴　目標
•「ＬＥＤくつろぎランプ」の設計に基づき、安全を踏まえた、製作品の組立、調整や、電気回路の配線及び、回路計を
用いた点検ができる。（観察・点検シート・実技テスト）

•組み立てや調整に必要な工具や機器の適切な使用方法についての知識を身に付けている。（観察・ワークシート）
⑵　展開 （19・20 ／ 24時間）
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ワークシート　　年（　）組、氏名（　　　　　　　）
１　配線作業の手順と安全面の確認
　（安全な配線ができなかったときは、どうなるのか）
２　ビニルコードの端末処理とプラグへのねじ止め
①心線を切らないようにビニルコードの被覆をとるコ
ツは何だろうか。圧着端子をつける注意点は何か。

　　（圧着ペンチで２箇所かしめる,圧着端子取付完成）
３　安全点検（導通試験）を行う。異常があった場合、
どこが原因か特定し、不良箇所を直す。
４　電源に接続して、ランプを点灯できたか。
５　班内の他の人の作品を見て、意見交換を図る。
６　ＬＥＤ電球と白熱電球の違いについて
７　家庭での電気器具の保守点検のポイントを確認する。
　　たこ足配線・ほこり・プラグやソケットのゆるみ

①生徒の活動する場を設定し、②教師による意図的な働きかけをすれば、
生徒は習得した知識や技能を自ら活用し、自ら問題解決を図る。①の生
徒の活動する場とは次の（ア）から（カ）の言語活動を設定した。②の
教師による意図的な働きかけとは、教師がねらいと目的を持って生徒に
適切に働きかける発問、言葉かけ、机間巡視、説諭、掲示等である。
本２時間の中では
ア　体験から感じ取ったことを表現する。（電気配線をしてみての感
想が工程ごとにかける）
イ　事実を正確に理解し伝達する。（電気配線のノウハウの理解と他
の人の配線の間違いの指摘）
ウ　概念、法則、意図などを解釈し、説明したり活用したりする。（電
気配線の法則、意図を理解し、その通りにできる）
エ　情報を分析・評価し、論述する。（電気配線の方法について自分
の工夫点も含めて、まとめられる）
オ　課題について、構想を立て実践し、評価・改善する。（電気配線
の一般的なノウハウを理解し、さらに発展させて、自分の方法を工
夫・改善できる）
カ　互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる。

•電気機器の事故原因について２段階でねらいに迫れた。最初は単に「ショート、発火、火災」という答えであったが、配
線作業の手順を理解したことにより、学習後はより具体的に不具合の場所と原因を指摘することができた。
•各自の作品を見ての班内での意見交換を通して、コードの心線を出す作業では心線を１本も切らないことが自信になり、
工夫が見られ、技術の向上が見られた。安全点検では回路計を使って生徒同士で点検し合う場面も数多くみられ、不良個
所の特定について検討してすることができた。自分以外の意見について真剣に耳を傾け参考にし、問題解決に向けて前向
きに取り組む姿勢が見られた。
•他の人の意見を取り入れより良いものを作っていこうとする技術や方法を試すことができた。自分の作業方法の改善点、
技能の向上を目指して、コードの端末処理では作業の三つの段階ごとに工夫を重ねコツをつかんだ生徒が多くみられた。
•家庭での電気器具の保守点検、実際の生活で今日の学習を生かす活動を通して、電気器具や安全点検に対する関わりが身
近に感じられるようになった。プラグやソケットなどの簡単な機器なら自分で安全の確認と修理ができる自信が付いた。
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•品質や収穫量の向上等を目的とした栽培計画を立て、実行することができる。
•生物育成に関する技術を評価し活用できる能力と態度を育成する。

略

⑴　目標　栽培の目的や条件に応じた合理的な栽培方法について考えることができる。
⑵　展開 （５/11時間）
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　生物育成に関して、技能の評価は読み取りづらい。あらかじめ生徒に管理作業のタイミングや目安になる栽培物の状態を
自由に確認できる資料等を準備し、視覚的に示す。
　また、栽培結果に関して評価期間を定め、栽培計画立案時よりテーマ達成に向けて計画的に栽培する技能を育成する。

•生徒の変容は、作物の生育と共にある。
　生徒はテーマに基づいて管理作業を実施し技能を身に付けていく。
　生徒の技能が成長するとともに、作物の成長も整ってくる。それ
に従い、作物に対して愛着をもつ記述が見られるようになった。
•体験的に学んだ成果は、実践に結びつきやすい。
　生徒は学んだことを次時の学習に生かすだけでなく、他教科の学
習や家庭での栽培で試してみたいという実践的な態度が育ってき
た。

（生徒の記述より）
◇育つ様子を見て植物の生育に興味をもった。自分が一生懸命育
てたものが大きくなるのは、大変うれしい。
◇途中で思い通りに管理できないこともあったが、先生にアドバ
イスしてもらったり図書室で関係する本で調べたりして勉強に
なった。
◇今までトマトを食物としてしか考えていなかった。トマトの成
長を管理するという今回の学習を終えて、トマトに対する愛情
みたいものを感じた。
◇理科で学習した植物の世界を栽培で体験できて楽しかった。
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　計測・制御のためのプログラムの作成を通して
コンピュータを用いた計測・制御の基本的な仕組
みを知り、目的や条件に合ったプログラムを作成
することができる。

⑴　目標
　•繰り返しの命令を使うなどして情報処理の手順を工夫し、複数の手順を考えることができる。
⑵　展開 （４／８時間）



－ 135 －

技
術
・
家
庭

•フローチャートを使って考えることに
より、自分の考えが整理でき、処理手
順やプログラムを分かりやすく作るこ
とができるようになった。
•プログラムの命令語の意味などまでは
踏み込まずに授業を行ったので、プロ
グラムに対する抵抗感がなく、処理手
順をもとにプログラムを作成すること
ができるようになった。
•プログラムを作ることを目標にしてし
まうと二つぐらいの方法しか考えられ
なかったが、処理手順を考えることを
目標にすることによって、三～四つの
方法を考えることができた。
•繰り返しの命令を使うことにより、接
地面の摩擦や電池の消耗などの条件に
よって、模型が同じように動かないこ
とを体験から実感していた。



－ 136 －

　幼児の遊び道具の製作や幼児と触れ合うなどの活動を通して、幼児に関心をもち、幼児の心身の発達や遊びの意義につい
て理解し、幼児との関わり方を工夫できるようにする。

　●小題材１　「幼児を知ろう」～幼児の発達と生活の特徴、家族の役割、幼児の心身の発達　（６時間）
　　ねらい　　幼児の発達と生活の特徴を知り、子どもが育つ環境としての家族の役割について理解する。
　●小題材２　「幼児との関わり方を工夫しよう」～幼児との関わり方の工夫、遊びの意義と遊び道具の製作（５時間）

●小題材３　「幼児と触れ合おう」～幼児との触れ合い、まとめ　（３時間）
ねらい　　実際に製作した遊び道具を使って、接し方や遊び方を工夫して幼児

と触れ合うことで幼児への関心を深め、さらに生活の中で主体的な
関わり方ができるようにする。
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⑴　本時の目標　　幼児にとっての遊びの意義を理解し、幼児の心身の発達に応じたかかわり方の工夫を考える。
⑵　展開 【A⑶ウ】（７・８／ 14時間）

•ゲストティーチャーの優しい語り口や幼稚園の写真等
から幼児のイメージがしやすくなり、幼児の心身の発
達に応じた幼児との関わり方を考えて、遊び道具を作
ろうと生徒が積極的に授業に取り組む姿が見られた。
•幼児との触れ合い体験の前に、具体的な関わり方の工
夫を考えたことで、実際に幼児と触れ合う場面におい
て生徒が自信をもって幼児と関わることにつながった。

◇幼児はわがままで自分勝手なイメージでしたが、素直でちゃんと
言えば聞いてくれるんだと思いました。幼児と接するときは、一
緒に考えてあげると成長するというのもわかりました。幼児の心
身の発達に応じて、遊びを通して関わることの大切さも知りまし
た。幼児と接するのは大変そうだけれど、私たちも元気をもらえ
るんだと思います。
◇幼児とかかわる時は、安心感を与えることが大事で、隣に座っ
てニコッとするだけでも幼児は安心するとわかってよかったです。
自分の親や周りの人にしてもらったことが、よくわかりました。
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　衣服の着用、選択、手入れや布を用いた物の製作について基礎的・基本的な知識や技術を身に付け、衣生活における課題
をもち、自分なりに工夫できる。

●小題材１　「目的に応じた衣服の着方や計画的な着用と適切な選択」（３時間）
ねらい　　衣服と社会生活との関わりを理解し、目的に応じた着用や個性を生かす着用を工夫できる。衣服の計画的な

活用の必要性を理解し、適切な選択ができる。
●小題材２　「浴衣の着装体験を通して日本文化を知ろう」の指導と評価の計画（２時間※本時）

●小題材３　「日常着の手入れ」　（２時間）
　ねらい　　衣服の材料や状態に応じた適切な手入れができる。
●小題材４　「簡単な衣服の製作」（13時間）
　ねらい　　布を用いた物の製作を通して、生活を豊かにするための工夫ができる。

⑴　本時の目標
•日本の衣文化の一つである浴衣に関心をもって学習活動に取り組み、和服の構成や着方を理解している。
⑵　展開（２時間扱い） 【C⑴ア】　（４・５／ 20時間）
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⑶　資料
　　生徒のワークシートの一部

 実施に当たっての工夫点等
•ゲストティーチャーは、保護者や地域の方を招くのもよい。
•帯や浴衣は、保護者や地域の方から借用することも考えられる。
•帯結びや着装の動画の活用　
　ⓒ文化ファッション研究機構・服飾拠点共同研究20014
「きもの文化の伝承と発信のための教育プログラム」の動画の活用
（本時では、プログラムの協力を得て浴衣も借用した。）

•洋服と和服の対比から和服のよさについて知ることで、受け継いで
いくべき日本の衣文化の重要性や自分のこれからの衣生活について
主体的に考える態度を養うことができた。
•これまで和服の着装体験がなかった生徒でも、着装体験をすること
によって意欲的に学習活動に取り組み、衣文化への興味・関心も高
まった。

（自己評価の際、５段階チェックで使用）
＊背中心がまっすぐで、たるんでいない
＊すその丈がちょうどよい
＊すそ（足元）が広がっていない
＊おはしょりがすっきり整っている（女性）
＊衣紋（首の後ろ）に適度なゆとりがある
＊胸元（えり）の合わせがちょうどよい
＊外出できる出来ばえになっている
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　販売方法の特徴を理解し、生活に必要な物資・サービスの適切な選択、購入及び活用ができる力を身に付ける。

⑴　本時の目標　　販売方法や支払い方法の特徴について知り、適切な方法を選択し、活用しようとしている。
⑵　展開（２時間扱い） 【Ｄ⑴イ】（６・７／７時間）
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•学習形態を工夫し、言語活動を充実させたこと
で、一人一人が自分の役割を果たすために意欲
的に取り組むことができていた。調べたことを
学習グループで説明し、どの販売方法を選んだ
らよいかの話し合い、さらに自分の考えをまと
める中で、一人一人が思考判断する場が設定で
きた。
•生徒が販売方法について考える際には、実物の
米や店舗の写真、カタログ、パソコンなど、多
くの資料から情報を収集できるように学習環境
を整えたことにより、生徒から様々な考えが発
表されていた。
•今後、生活に役立てたいことの感想には、実生
活と結び付けて具体的に記述してあったものが
多くあった。
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　自分や家族の食生活に関心をもち、食生活をよりよくするための工夫を考え、課題をもって日常食の調理計画と実践を自
分なりに工夫できる。

※食生活の学習において小学校での学習を基礎に中学校で学習したことを再度確認し、それ
を活用して工夫し創造できるようにする。家庭実践においては、家庭との連携を図り、生
徒を取り巻く環境にも配慮した。

＜実践発表会での様子＞
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資料　本題材で使用した生徒Tのワークシート

•食生活チェックを行ったことにより、自分や家族の食
生活についての具体的な課題を見つけることができ、
自分の考えを生かした自分なりの工夫が明確になった
ため、課題解決に向け意欲的に学習に取り組むことが
できた。
•本題材は、今まで学んだ知識と技術を活用して、それ
らを基に自分なりの新しい方法を創造するなど、実際
の生活の中で生かすことができる実践的な態度につな
がった。
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　事例８の食生活の課題と実践においても、今まで習得した知識や技術を活用して、問題解決的な学習に取り組んだが、特
に技能においては、小・中学校の連携を図り繰り返し学習する中で習得させる必要がある。一人一人にしっかりと技能を習
得させるために、下のような系統表を教師、生徒が持ち、□にチェックしていく。（重点的に学習すべきこと（□）


